
嘉
手
苅
は
、
う
る
ま
市
の
西
、
伊
波
と
山
城

と
の
間
に
位
置
す
る
。『
琉
り
ゅ
う
き
ゅ
う
こ
く
た
か
き
わ
め
ち
ょ
う

球
国
高
究
帳
』

に
は「
伊
覇
村
・
か
で
か
る
村
」と
併
記
さ
れ
、

『
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
「
嘉
手
苅
村
」
と
な
っ

て
い
る
。

集
落
の
西
方
に
は
カ
ル
ス
ト
台
地
が
広
が

る
。
そ
こ
に
は
メ
ー
ヌ
テ
ラ
、ナ
カ
ヌ
テ
ラ
、

ク
シ
ヌ
テ
ラ
と
呼
ば
れ
る
洞
穴
（
ガ
マ
）
が

あ
る
。
メ
ー
ヌ
テ
ラ
は
、
地
元
で
は
ガ
マ
デ

ラ
、
他
地
域
か
ら
は
ク
ラ
シ
ン
ガ
ー
と
呼
ば

れ
る
と
き
も
あ
る
。
こ
の
ガ
マ
は
、
今
帰
仁

城
主
の
遺
児
が
、
戦
に
敗
れ
、
一
時
身
を
隠

し
た
と
こ
ろ
で
、
後
に
伊
波
城
主
に
な
っ
た

と
の
伝
承
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ガ
マ
は
去

る
大
戦
の
と
き
に
多
く
の
付
近
住
民
が
避
難

し
、
今
で
は
﹇
ヌ
チ
シ
ヌ
ジ
ガ
マ
﹈
と
し
て

知
ら
れ
る
。

小
さ
な
片
田
舎
の
村
で
あ
る
が
越
来
城
と

伊
波
城
と
の
関
係
か
ら
か
歴
史
的
に
は
王
府

と
の
つ
な
が
り
が
深
い
人
物
が
出
て
い
る
。

『
石
川
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
尚
質
王
側
室
の

諸も
ろ

見み

里さ
と

阿あ

護ご

母も

子し

良ら

札れ

や
尚
質
王
の
乳
母

（
奥
間
大
あ
む
し
ら
れ
）、
ま
た
中
城
王
子

尚し
ょ
う
じ
ゅ
ん
純
の
御
側
役
な
ど
が
出
て
い
る
。

嘉
手
苅
村
と
し
て
成
立
す
る
前
は
伊
波
に

所
属
し
て
い
た
が
後
に
分
村
、
王
国
時
代
に

は
越
来
間
切
、
美
里
間
切
、
明
治
41
年
に
は

美
里
村
、
去
る
大
戦
後
は
石
川
市
、
そ
し
て

平
成
17
年
の
二
市
二
町
の
合
併
に
よ
り
「
う

る
ま
市
石
川
字
嘉
手
苅
」
と
な
っ
た
。
行
政

は
隣
の
伊
波
や
山
城
と
同
様
の
歩
み
を
た

ど
っ
て
い
る
。

近
年
、
集
落
上
方
か
ら
は
高
速
道
路
が
通

り
、
近
く
は
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
県
道
６

号
沿
い
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
修
理
工
場
・

酒
造
業
な
ど
の
企
業
や
保
育
園
な
ど
が
立
地

し
、
生
活
圏
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

沖
縄
県
内
に
は
嘉
手
苅
地
名
が
本
市
を
は

じ
め
、
西
原
町
・
久
米
島
町
・
宮
古
島
市
に

分
布
し
、
か
つ
て
名
護
市
に
も
「
か
て
か
る

村
」
が
あ
っ
た
。
小
字
地
名
と
し
て
も
数
か

所
存
在
す
る
。
久
米
島
の
嘉
手
苅
は
、
中
央

南
側
に
位
置
し
、
東
シ
ナ
海
に
面
す
る
。
白し
ら

瀬せ

川が
わ

の
河
口
か
ら
上
流
に
沿
っ
て
、
島
で
一

番
高
い
宇
江
城
岳
へ
と
丘
陵
が
つ
づ
く
。
そ

の
白
瀬
川
の
河
口
付
近
の
東
側
に
海
岸
平
野

が
広
が
る
が
、
嘉
手
苅
は
そ
の
砂
丘
上
に
位

置
す
る
。

宮
古
島
市
の
嘉
手
苅
は
、
南
西
に
深
い
入

江
湾
が
あ
る
。
こ
の
湾
は
、
往
時
に
は
宮
古

島
南
部
の
交
易
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
て
い

た
と
い
わ
れ
る
。
宮
古
島
は
概
し
て
平
坦
な

島
で
あ
る
が
、
嘉
手
苅
は
琉
球
石
灰
岩
の
段

丘
上
に
立
地
す
る
。

西
原
町
の
嘉
手
苅
は
、
町
の
東
部
に
あ

り
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
、
町
役
場
や
議
会

事
務
局
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
公
共
機
関
の

庁
舎
を
は
じ
め
、
学
校
、
各
種
企
業
、
商
店

な
ど
の
建
物
が
集
中
し
、
町
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
集
落
発
祥
の
地
は
、
北
側
の
御
嶽

毛
、
上
ヌ
松
毛
の
丘
陵
一
帯
だ
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
上
ヌ
松
毛
は
現
在
そ
の
形
跡
は
と

ど
め
な
い
が
、
こ
の
一
帯
は
住
宅
が
建
ち
広

が
り
内
間
や
掛か
け

保ほ

久く

と
の
境
界
が
判
別
し
難

く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
嘉
手
苅
地
名
は
小
字
と
し
て
県
内

各
地
に
散
見
さ
れ
る
が
、
名
護
市
の
小
字
嘉

手
苅
は
、
汀て
ぃ

間ま

川が
わ

左
岸
の
丘
陵
麓ふ

も
とに
位
置
す

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
嘉
手
苅
と
い
う
地

名
は
、
丘
陵
地
、
あ
る
い
は
そ
の
付
近
に
付

け
ら
れ
る
地
名
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
地

名
用
語
か
ら
し
て「
カ
デ
・
カ
デ
ィ
」、「
カ
ル
・

カ
リ
」は
丘
陵
地
を
意
味
す
る
。「
か
で
か
る
」

は
同
義
反
復
の
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。

す
る
と
嘉
手
苅
は
﹇
丘
陵
地
に
あ
る
と
こ

ろ
﹈
と
い
う
意
味
に
な
る
。
ま
た
県
内
の
嘉か

嘉か

手で

苅か
る

（
カ
デ
ィ
カ
ル
）

う
る
ま
市 

地
名 

散
歩
○

名な

嘉か

山や
ま　

兼け
ん

宏こ
う
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手で

納な

、
勘か

ん

手て

納な

な
ど
も
こ
の
系
統
の
地
名
で

は
な
い
か
と
類
推
さ
れ
る
。

　
　東

恩
納
か
ら
県
道
６
号
を
仲
泊
へ
向
け
、

伊
波
の
バ
イ
パ
ス
交
差
点
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ

嘉
手
苅
入
り
口
に
さ
し
か
か
る
。
そ
の
右
手

の
嘉
手
苅
バ
ス
停
の
奥
に
木
々
に
囲
ま
れ
て

ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
る
赤
瓦
の
小
さ
な
御

堂
が
あ
る
。
嘉
手
苅
観
音
堂
で
あ
る
。
時
折
、

安
産
や
子
孫
繁
盛
の
祈
願
に
県
内
各
地
か
ら

参
拝
者
が
訪
れ
る
。

【嘉手苅観音堂】

こ
の
観
音
堂
は
、
五
代
目
伊い

波は

按あ
ん

司じ

の
と

き
に
日
秀
上
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
い

う
。
当
初
伊
波
城
の
西
方
に
あ
っ
た
が
、
何

度
か
の
火
災
に
あ
っ
て
現
在
地
に
移
さ
れ

た
と
伝
わ
る
。
日に
っ

秀
し
ゅ
う

上
し
ょ
う

人に
ん

は
金
武
観
音
寺

を
は
じ
め
、
琉
球
八
社
を
建
て
た
人
と
し
て

知
ら
れ
る
。
御
堂
の
中
に
は
戦
前
ま
で
は

「
邦ほ

う
か
い
さ
い
こ
う

海
済
宏
」（
沖
縄
を
ひ
ろ
く
救
う
）
と
い

う
扁へ

ん

額が
く

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

入
り
口
の
案
内
板
に
あ
る
。

嘉
手
苅
観
音
堂

県
内
の
嘉
手
苅
地
名

嘉
手
苅
の
今こ

ん

昔
じ
ゃ
く
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